
 

 

歳代で５～６割にみられま

す。全身の倦怠感も同様

で、２回目は 20～50 歳代で

７～８割の方にみられま

す。痛み以外の反応は、男

性より女性の頻度がやや高

い傾向にあります。 

◆武田／モデルナ社のワク

チン接種後の体調の変化 

 接種部位の痛みは、１回

目・２回目とも８～９割の

人にみられました。赤くな

ったり腫れたりした人は、

２回目では２割程度いま

す。 

 痛み以外の反応は２回目

の頻度が高く、特に接種の

翌日に多くみられます。

37.5 度以上の発熱が約８

割、頭痛は約６割、全身の

倦怠感が約８割となってい

ます。 

 同社の結果については、

年齢・性別による違いには

触れられていません。 

◆アストラゼネカ社のワク

チン接種後の体調の変化 

 ８月４日の厚生労働省の

資料によれば、８月下旬以

降各都道府県に少なくとも

１カ所の接種センターの設

置をお願いする、とされて

います（緊急事態宣言対象

自治体では８月中旬）。 

 主な副反応としては接種

部位の痛み、頭痛、関節や

筋肉の痛み、倦怠感、疲

労、寒気、発熱等を挙げ、

臨床試験では１回目のほう

が２回目より高い頻度でみ

られるとされています。ま

た、ごく稀に血栓症、毛細

血管漏出症候群、ギラン・

バレー症候群などを発症し

た例が、海外で報告されて

いるということです。 

 
難病に罹患しても働き続け

てもらうために！ 

企業ができる就労支援の

ポイント 
◆難病患者の「就労」 

 企業における、難病（治療

研究等を国が主導で進めて

いる多種多様な、希少な難治

性の疾病）の方に対する就労

支援の取組みの普及が進ん

でいます。医療の進歩によっ

て、難病で治療を続ける人で

あっても、適切な仕事を選

び、職場での理解・配慮を得

ることができれば、働くこと

ができるようになってきま

した。現在、難病患者の半数

が就労しており、その数は

年々増加傾向にあります。従

業員が突然発病することも

あり、企業には、就労との両

立支援が求められます。 

◆難病の特徴 

 難病は多くの場合、一度発

症すると症状の増悪と寛解

を繰り返しながら、徐々に病

状が悪化していきます。その

ため、治療をして回復する、

あるいは固定した障害が残る

ことを前提としている休職制

度では、対応ができない場面

も出てきます。 

 また、多くの難病に共通す

る症状は、全身的な疲れやす

さ、体調変動、活力の低下な

ど、外見からはわかりません。

そのため周囲の理解が得られ

ず、我慢を重ねた結果、症状

が悪化して働き続けることが

できなくなり、やむなく退職

に至ることもあります。 

◆難病患者の就労支援のポイ

ント 

 こうした特徴を踏まえ、難

病患者への具体的な配慮を検

討することが大切です。難病

の症状は疾患により多種多様

であり、それにより生じる「つ

らさ」も異なります。体調や

症状について確認し、無理を

しているようであれば就業上

の配慮を検討しましょう。「つ

らさ」を申し出やすい、協力

的な職場風土づくりも大切で

す。 

 難病患者本人、主治医、産

業医、人事担当者、上司が適

切に情報交換を行って、同僚

の協力も得ながら対応を進め

ていきましょう。 

 

 

 

 

対して「技能やノウハウの継

承」という役割を強調しすぎ

ないこと、年齢に関わらず評

価等に即して賃金を決定し

ていく制度を導入すること

を挙げています。 

◆労働者個人の感じ方にも

留意が必要 

ただ一方で、60代前半の労

働者個人の感じ方としては、

60 歳または定年到達前後で

仕事が変わらないことは、仕

事や責任が変わることに比

べて、必ずしも満足している

とはいえないとの結果も出

ています。60歳や定年という

節目で気分一新し、新たな学

びや成長につなげたいとい

うのが、一般的な感情なのか

もしれません。 

◆従業員とのコミュニケー

ションをとりつつ、自社の事

情に合った制度の検討を 

各企業の労務管理におい

ては、従業員の体力等への配

慮や、雇用・就業年齢がこれ

までよりも上がることを見

据えた、従業員とのコミュニ

ケーション促進策が必要に

なると思われます。 

我が国は高齢化社会に向

かっていますし、いずれ誰も

が高年齢者になります。採用

や賃金への影響も考えなが

ら、自社の事情に合った、高

年齢者の雇用維持・確保方法

を検討する必要があるでし

ょう。 

 
メーカー別新型コロナワク

チン接種後の体調変化 

◆ワクチン接種後の体調へ

の影響は？ 

 新型コロナワクチンの接

種では、様々な副反応が起

こることが知られていま

す。 

現在接種が認められてい

る３社のうち、厚生労働省

は、ファイザー社、武田／

モデルナ社のワクチンにつ

いて、先行接種後に起こっ

た副反応を約１カ月間調査

した結果を８月４日に公表

しています。 

◆ファイザー社のワクチン

接種後の体調の変化 

 接種部位の痛みは、１回

目・２回目とも９割の人に

みられました。赤くなった

り腫れたりした人も、１割

強います。 

 痛み以外は２回目の頻度

が高く、37.5 度以上の発熱

は 20～30 歳代では約半数

にみられます。頭痛は、１

回目はほぼすべての世代で

２～３割、２回目は 20～50

70歳就業時代の人事労務

管理に必要なもの 
◆65歳以降の雇用・就業に向

けた現状と課題に関する調

査 

独立行政法人労働政策研

究・研修機構では、2021年６

月に「70歳就業時代の展望と

課題 ―企業の継続雇用体

制と個人のキャリアに関す

る実証分析―」という報告書

を公表しました。65歳以降の

雇用・就業機会の拡大に向け

た人事労務管理を考える上

で参考になるポイントがあ

ります。 

◆年齢に関わらない評価と

賃金制度が求められる 

70 歳までの就業確保を義

務化する政策がすすめられ

ていますが、継続雇用が促進

されると、各企業は人件費負

担を考慮し、高年齢従業員の

賃金や仕事内容等を工夫す

る必要に迫られます。 

報告書では、（政策的には）

「仮に 65 歳以降の就業機会

の更なる拡大を目標とする

なら、60歳前後で仕事内容や

責任を変化させる体制から、

変化を伴わない雇用継続の

あり方へと変えていくこと

が重要である。」とし、効果

的なこととして、高年齢者に
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